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白浜町教育委員会 会議の結果 

件 名 令和６年８月定例教育委員会 

日 時 令和６年８月１日（木）午前１０時 00 分～午前１０時 47 分 

場 所 教育委員会 会議室 

出 席 者 ○教育委員 

豊田教育長、榎本委員、山本委員、濱田委員、正木委員 

○職員 

廣畑教育次長、森本教育次長補佐、江川中央公民館長、 

赤松児童館長、三栖教育指導係長、惠納総務学事係長、 

大石生涯学習係長 

 

１．開会あいさつ（教育長） 

 それでは定例教育委員会の前に、ご報告させて頂きます。 

 本日の出席委員は、５名ですので、会議は成立しております。 

 ただ今から８月定例教育委員会を開会します。 

 

２．会議録署名委員の指名 

  会議録署名委員に濱田委員が指名される。 

 

３．報告事項 

 

４．付議事項 

  議案第１５号 令和７年度使用中学校用教科用図書の採択について 

「秘密会」にて審議。 審議の結果、令和７年度使用中学校用教科用図書の採択については、

原案のとおり決した。 

 

  議案第１６号 令和６年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

「秘密会」にて審議。 ４件の提出があり、うち３件が認定された。 

 

５．請願事項 

 

６．諸報 

  諸報 令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について 

《概要》令和６年４月１８日に、全国学力・学習状況調査が小学６年生、中学３年生を対象

として行われ、教科に関する調査は、小学校は国語と算数、中学校は国語と数学で、平均正

答率は次の通りとなった。 
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《小学校 国語》町 70、県 68、全国 67.7 

《小学校 算数》町 62、県 64、全国 63.4 

《中学校 国語》町 52、県 55、全国 58.1 

《中学校 数学》町 46、県 50、全国 52.5 

 

  【正木委員】 

 国語ですけど、早く読み解くことなどのトレーニングは学校現場ではやっているのです

か。 

  【三栖教育指導係長】 

 早読と言うよりは、読んで解く問題には取り組んでいます。 

  【正木委員】 

 算数ですけどね、子供達で算数が好きな人は少ないと思いますけど、小学校の低学年でき

ちんと出来上がらないと、算数とか数学とかは延長していくものだと思います。算数が弱い

のは計算力とか、数学が弱いのは関数とか、現場の方からはどういった声があがっています

か。 

  【三栖教育指導係長】 

 小学校では図形が弱いと言われています。今の６年生は全国より少し低いんですけど、あ

る程度の点数はとれています。中学校の方は、正木委員言われるように、基ができていなか

ったら、次のステップに行けないというのはあるんですけど、小学校では出来ていて、少し

全国との差が広がってきているのかなと思います。そこについては、授業改善とか話をして

いきたいと思います。 

  【正木委員】 

 小学校の低学年の時は反復の訓練が必要です。慣れるという。これを繰り返せば算数がま

あ好きというか慣れてくるんです。ＡＩをうまく使いながら類似問題とかを作ってそれを

反復することに取り組んで頂いたら算数もレベルアップすると思います。 

  【濱田委員】 

 ＡＩの利用ではありませんが、学校現場ではやってくれていると思います。個々の苦手を

もう一度理解するまでの取り組みは先生方はやってくれています。タブレットで苦手な所

がでてくるので、苦手な所だけをやる授業も工夫をしながらされています。 

  【榎本委員】 

 この点数の資料ですが、点数の差とグラフの幅がきちんと合っていません。ものすごく錯

覚します。統計資料を作った人は統計の意味が分かっていない。あまり見たことがない人が

見たら算数や数学が悪いように見えます。全基準を同じにしないといけないと思います。前

回も同じことを言っているので、今回厳しく言っています。三栖先生は前回居てませんでし

たけど。この資料は錯覚します。これは𠮟咤激励するために０．６も低いことを強調するた

めに意図して言うのでしたら分かるけれど、もっと客観的に見ましょうよ。でね、私は数学

の教師でしたけども、国語ができたら算数もできます。国語できなくても算数できる子も居
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ますけど、逆はやはり難しいと思います。国語できていますし、平均も上だからきちんと子

供達を指導すればすぐ逆転します。基礎をおさえればできると思います。また、国語が良い

のは評価できると思います。 

  【山本委員】 

 中学校の方の令和５年の中学２年時の数学を見てみると、和歌山県と白浜町の開きが９．

７ポイントであったのが、今回の中学３年の数学では４ポイントまで狭まっています。とい

うことは、約５ポイントから６ポイント良くなっているんですね。良くなっているというこ

とは、中学校での指導がある程度功を奏していると思います。そういう部分については、指

導主事の方でどういう風な指導が功を奏しているという分析はできていますか。数学に関

しては中学校としては非常に頑張られている。そういう面で顕著な取り組みであるとか指

導の方法の中でこうして伸びてくる指導というのが、やっぱり悪いことばかりではなくて、

良い結果が出た時に、現場のあなた達のこういう指導が功を奏して良くなっていますよと

いう辺りはやはり賞賛すべきだと思いますので、各中学校へ幅広く返してあげてほしいと

思います。 

 

  諸報 令和６年度白浜町青少年（中学生）海外派遣研修について 

《概要》中学生１５名を友好都市提携を結んでいるアメリカ合衆国ハワイ州ホノルル市に

派遣し、現地学生との友好交流活動等を通じて国際交流・親善を深め、国際社会に貢献でき

る心豊かな人材の育成を目的として、白浜町青少年海外派遣研修事業を実施する。（１０月

３１日～１１月６日） 

  【正木委員】 

 教育委員会から引率は何名ですか。 

  【大石生涯学習係長】 

 教育委員会１名、中学校英語教諭１名、総務課１名、合計３名となります。前半は町長も

行かれます。 

  【山本委員】 

 非常に人気のある事業だと思います。それだけに責任も伴うものだと思います。書類選考

の判定基準を教えていただけたら。 

  【大石生涯学習係長】 

 書類選考したのが、今回の研修の志望動機でどういう考えで希望されたのかを作文で書

いて頂きました。白浜町を代表して行くということですので、主な点では、ハワイの文化を

勉強したいであったり、英語を習得したいということであったり、何か自分の目的をもって

参加したいという方が割に高い点数になっていたのではないかと思いました。 

 

７．その他 

  令和６年９月定例教育委員会の日程について 

  令和６年９月２６日（木）午前１０時００分から白浜町教育委員会会議室で開催予定。 
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